
水の溜まってい る道路を走行する時 、ある速度以上に なるとタイヤ

の排水作用が間に あわなくなり、水上 を滑走する状態と なって接地力

が失われ、車の操作ができなくなる現象をいいます。

このような現象に遭 遇したときは、慌ててブレーキを踏まず、ハン

ドルをしっかり握って、自然に減速するのを待ちましょう。
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今年もまた梅雨の季節を迎えました 。 う っ と う しい長雨の続 く時期には、

雨が原因の交通事故が増加する傾向にあります。雨の日は、いつも以上に

慎重な運転に心がけて、交通事故防止に努めてください。

タ イ ヤ の 状 態 を チ ェ ッ ク
タイヤが摩耗し溝が浅くなった状態での高速走行は、単純なスリップだけで

なく、大雨の時や水たまりを通過する時などに、タイヤの溝が路面の水を排出

しきれず水上を滑走する状態（ハイドロプレーニング現象）に陥り、ハンドル

操作は勿論、ブレーキも効かない非常に危険な状況を引き起こす可能性が高く

なってしまいます。今の時期、スタッドレスタイヤは危険です。

速 度 は 控 え め に 保 つ
雨で濡れた路面は、摩擦係数が乾燥路面の２分の１に低下します。特に高速

走行時には制動距離が確実に長くなるほか、カーブ地点でのタイヤのグリップ

力も低下することから、雨天時には、晴天時よりも速度を

控え、車間距離も長めにとりましょう。

急 ハ ン ド ル 、 急 ブ レ ー キ は 厳 禁
雨が降って路面が濡れると、非常に滑りやすくなります。雨の日の急ハンド

ルや急ブレーキは事故に直結する危険な行為であることを理解しておきましょ

う。雨の降り始めは特に注意が必要です。



高速道路での積み荷の落下は後続車両の事故を誘発する危険な

状況ですが、ロープ掛けが緩かったり 、シートをかけていなかったり 、

という初歩的なミスによる事故が後を絶ちません。

落下物は落とし主の責任です。

出発前の積み荷のチェックはもちろん、長距離運

送するときには、休憩時以外にもＳＡ，ＰＡで必ず積

み荷の再点検をしてください。

１位 プラスチック、ビニール、布類
（毛布・シート類）

２位 自動車部品類（タイヤ、自動車付属品等）

３位 鉄類（加工品、鉄くず等） （ R3 年中滋賀県内の落下物調査結果）

高速道路走行中に落下物を発見したときは、

道路緊急ダイヤル 「 ＃ ９ ９ １ ０ 」 ま たは警察 「 １ １ ０ 」 で

通報 し て く だ さ い 。

◎通報は、携帯電話、スマートフォンからも可能ですが、走行中は

必ず同乗者の方が通報してください。

◎運転者のみの場合は、ハンズフリー機能を使用するほか、料金

所の係員か最寄りのＳＡ ，ＰＡから通報してください。

◎ 積 み 荷 を し っ か り と 固 縛 す る

◎ 過 積 載 や 積 載 制 限 超 過 (長 さ ・ 幅 )を し な い

◎ 急 ハ ン ド ル や 急 ブ レ ー キ 操 作 を し な い

◎ Ｓ Ａ ， Ｐ Ａ の 休 憩 時 に は 必 ず 積 み 荷 の チ ェ ッ ク を す る


